
【光や紫外線による衣類の色褪せについて】
実は紫外線は皮膚だけでなく、衣類にも影響を与えています。
干している衣類に紫外線が強く当たると色褪せが発生することがあります。
服の色が黒や濃色の場合、特に目立ちますので、裏返して干すことをお勧めします。
さらに、帽子など汗が染み込んだ衣類に紫外線が当たると色褪せが加速する原因とな
りますので、こまめに洗いましょう。
また、洗濯物の色褪せは外干しだけが影響しているわけではありません。
室内で蛍光灯の光が常時当たっている場所で、衣類を掛けるのも色褪せの原因となり
ます。
色が褪せたものは洗っても元に戻りませんので、干す時にはご注意を！
色が褪せてしまった衣類の修復方法
上記のように、光や紫外線で色褪せてしまった場合や、お洗濯を繰り返したり、着用
による摩擦で色褪せてしまった衣類は、残念ながら洗っただけでは元通りにはなりま
せん。
では、あきらめて廃棄するしかないのかというと、そうではありません。
元に近い状態へ戻す方法として、染色補正という技術があります。
衣類は、糸の状態で染めた製品（先染め）や、布にしてから染めた製品（後染め）、
衣類の形にしてから染めた製品（製品染め）がありますが、いずれも染
料や顔料を使って色をつけています。
クリーニング店の中には、染料や顔料を使って、色褪せた部分を修復
する技術があるお店があります。
まったく違う色に全体を染め直す事もできますので、あきらめて廃棄
する前に相談してみましょう！
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( 注 )１月末迄
 品物と一緒に提示して下さい 品物と一緒に提示して下さい

有効期限
2023 年 1月末まで

お得なクーポン券
着物、襦袢セットで２０%値引き券

新成人おめでとう応援企画新成人おめでとう応援企画

今年の年度末も、感染拡大への不安が残る日々がありますが、お客様のおかげで無事
年末年始を迎えることが出来ました。新年度も思い出につまった大切な洋服を「もう
一度着たい」という願いを叶えるために技術を磨き、ご要望にお応えいたします。



１月から３月の営業日について
1 月～ 3月迄。第 2・第４土曜日。追加で休日とさせて頂きます。

「袂に付いたシミ」
時間が経過してできた
原因不明なシミも、
しみ抜き + 染色補正で
キレイニなりました。

LINE 公式アカウント始めました！
当店のお手入れ通信クーポン
お得な情報がいち早く手に入ります。
是非友達登録お願いします。

お問い合わせ、
限定クーポン付
お手入れ通信は
こちらから

お知らせ


